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第27次観測隊の出発に際 して
吉 田 栄 夫
第27次南極地域観測隊は,本年11月14日'`しらせ"に
乗船 して晴海埠頭から南極へ向けて出発する,今回は関
係各方面の御努力によって隊員の数がふえ,越冬隊員35
名,夏隊員15名から編成 されている,南極輸送問題調査
会議委員,運 輸省船舶技術研究所関係者,海 上保安大学
校教官の方々の5名 のオブザーバーも内定している.
27次隊では,前年通 り実施される定常観測のほか,前
次隊から引続いて行われる南極海洋生態系及び海洋生物
資源に関する研究計画(BIOMASS)及び東クイーンモ
ー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画を重点項目とする研
究観測を予定している.宙 空系 の重点観測としてこれ
まで数年にわたり行 われ て きた中層大気総合観測計画
(MAP)は,26次隊で終了する,
BIOMASS計画では,夏 の間あすか 観測拠点北方の
ブライド湾や,リ ーセルラルセン半島沖からリュツォ・
ホルム湾沖にかけて,いくつかの測点を置き,海洋物理 ・
化学と協力して"し らせ"か ら集中的な観測を行うとと
もに,今 回初めてプライ ド湾に係留ブイを沈め,2カ 月
にわた り植物プランクトン量を連続的に測定 し,また沈
降有機物の採集を行 うことを試みる.12月下旬に"し ら
せ"か ら設置し,2月 中旬に回収する予定である.
越冬観測では海鳥や海獣の行動調査,底 生海洋生物の
現存量の調査などが,　BIOMASS計画の一環として行
われる.このほか越冬の生物調査では,環境モニタリング
として,海鳥 ・海獣の分布調査,地 衣類 ・土壌藻類の調
査があるが,今 回はとくに昭和基地から30km近 く離
れたラングホプデ露岩地域の一角に小舎を設けて,地衣
類の生態学的調査が行 われ る.海 氷の悪 くなる夏期に
は,昭 和基地から沿岸の露岩へ行けなくなる.そ こで,
小舎に長期滞在して,夏 期間の観測をじっくりやろ うと
いう計画である,今後の生物調査の一つの先がけとなる
ものである.
東クイーンモー ドラン ド計画では,夏期に前年と同様
セールロンダーネ山地の地学調査が行われる.地質 ・地
形 ・隅石探査,そ れに定常観測である測地観測が含まれ
る."し らぜ'が 昭和基地付近のオペ レーションに従事
する間の一か月余 りを利用する.このほか地学では"し
らせ"か らの海上重力測定を,全航路にわたって実施す
る.
越冬観測では,雪 氷系として内陸の高原やみずほ基地
で,雪 氷,気 象の観測を行 う,今回は,と くに東クイー
ンモー ドランド計画のうちの雪氷系観測を行う最後の年
であるので,23次,24次に設置された氷床の流動を測定
するための標識を再測し,氷床の動きを知ることに重点
の一つが置かれる.みずほ基地からやまと山脈,南やま
とヌナタクス背後,ペ ルジカ山脈を経てセールロンダー
ネ山地までの内陸 トラバースによって,再測がなされる.
併せていくつかの地点で,深 さ100皿ほどまでの氷床掘
削をして,コ ア試料も採取する.また,ト ラバースルー
トに沿ってかなりの青氷地帯があるので,明 石の採集も
期待されてお り,これに備えて採集方法についての講習
会も行われた,さ らに,27次隊では,26次夏隊が持帰っ
た航空機2機 を整備し,また昭和基地に持込むので,航
空機観測が行われるが,雪氷系ではみずほ基地南方や リ
ーセルラルセン半島,七一ルロンダーネ山地周辺などで
航空電波氷厚測定を計画している,小 型機であるので性
能に限度があり,かなり難しい点もあるが成果を期待し
たい.以 上のような計画を行 うためには,か なり大規模
な内陸調査隊や航空観測支援隊を編成 しなければならな
いであろう,
MAP計 画の終了後の宙空系観測は,27次隊からしば
らく基本観測 とよぷ計画になる.ロ ケット観測やバルー
ン観測は行われないが,　MAP計 画前から実施されてい
た西オングル島テレメ トリー基地を利用しての超高層モ
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ニタリング観測や人工衛星受信観測のほか,　MAP計 画
で設置された ドップラーレーダー観測,マ ルチビームリ
オメーター観測,赤 外分光観測なども行われる予定であ
る.
以上のほか,二酸化炭素濃度の連続測定によるモニタ
リング,航 空機による二酸化炭素の高度別分布測定や大
気採集,あ るいは人間の寒冷適応について.24時間心電
図による研究や膵外分泌能の検査による研究 もある.
これらの観測を支える設営面では,ま ず"し らせ"に
よってブライド湾に至 り,昨年:ヒ屋棟と連借設備が建設
され,そ の第一歩を踏み出したあすか観測拠点で,発 電
棟の建設を行 う.そして,発 電機や風呂,汚 水タンクな
どを設置して,第28次から越冬可能な基地とするための
基礎とする予定である.今回は初めてブル ドーザーを3
台持込み,将 来かなりの物資輸送を行 うための新しい方
式のテス トとして,建築資材や ドラム缶をこれで輸送す
る.
``しらぜ'は こうしたオペ レーション終了後,昭 和基
地に向 うが,昭和基地では昨年焼失した作業棟 ・工作棟
の代りに,鉄骨造 り一部二階建ての本格的な作業 ・工作
棟を建設しなければならない.こ のための資材は総計で
120トン近 くになると算定されている,
このほか,.前記したラングボブデの生物用観測小舎の
建設も,い くつかの沿岸露岩の野外調査と併行して行い
たいと考えている.
以上のような計画をこなすのは,決 して容易なことで
はない.26次夏隊は,隊 員の努力と"し らせ"側 の絶大
な努力,そ れに天候と氷状に比較的恵まれて,初 めての
二.額面作戦を見事に成功させた.私 達27次隊もこれを手
本 として,なんとか任務を果したいと念願している.
終 りに,計画の作成,諸 準備などに際して,御指導,
鋤 を頂いた方量 瓢 巖繍 躍 る'●
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昭和60年度外国基地派遣者名簿
O外 国共同観測派遣者(マ クマー ドサウンド地域)
専門 分 野 氏 名 ∠|そ繍P 所
地 震 学 神沼 克伊12.6,1国 立極地研究所研究系
〃
〃
山 田 守23.6.22名 古屋 大学 理 学 部
三 浦 哲33.12,23東 北 大学 理 学 部
?
(文部教官)
(文部技官)
(文部教官)1秋
本 籍 隊 経 験
神奈・膿 鑑
愛 篇
O南 極条約に基づく交換科学者(米 国極点基地)
1気 象 学 山内 恭24 .9.28国立極地研究所研究系
南極海洋生物資源保存委員会
第4回 年次会合
星 合 孝 男
昭和60年9月2日から13日の問,オ ース トラリアのホ
バー ト市において,標 記会合が開催された.委 員会を構
成する15か国 ・　EEC,および,オブザーバー国5か 国,
オブザーバー組織の代表など約140名が出席した.日 本
からは,島 一一離水Pt:ll,参事官を1弍表に7名 が参加,筆 者
も代表団に加った.
会期の前1乞は主として科学委員会に当てられ,後 半は
委員会で,科学委員会の報告を基に,生物資源保存の具
体的問題,委 員会の運営に関する諸問題が検討された.
科学委員会での審議は,8月 下句に開かれた,ナ ンキ
ヨクオキア ミの漁獲努力量ワークショップ,魚類資源評
価 ワークショップの報告を受けての,ナ ンキヨクオキア
ミ資源評価に漁獲努力量を利用する問題,魚 類を対象と
す る操業の規制問題,な らびに,生態系モニタリングの
問題を中心に,17の議案についてなされた.
ナンキヨクオキアミについては,日本の資料を基に,
漁獲努力量がある限 られた海域の資源量の指数となり得
ることを確認し,さ らに,これを広い範囲に適用する方
法を,シ ミュレーションなどに依 り探ることとし,その
ための組織づくりを行った.魚 類については,最 大操業
国ソ連邦からの提出資料が少なく,必ずしも充分とは言
えないが,得 られる限 りの資料から,ノ トセニア ・ロッ
シーその他の資源状態が極めて悪いという結論が得られ
た,そ こで,前回会合でとられた規制措置を強化し,全
面禁漁をすべきであるとの主張が強 くなされた.操業国
とくにソ連邦はこれに反発したが,結 局,ノ トセニア ・
ロッシーを対象とした主漁場であるサウスジョージア周
辺海域(FAO統 計区分48,3),および,ケ ルゲレン海
域,南 極半島周辺,サ ウスオーク二一周辺で強い規制を
考慮するよう委員会に勧告することとした.生態系モニ
(螂教官).蠣[・魎 冬
タリングに関しては,5月 のシア トル作業部会の報告を
承認し,具体的計画の立案,推 進を図る作業部会を設計
した.こ の部会は,来 年6月 に開催される予定である.
委員会では科学委員会の報告に基づき,サ ウスジヨウ
ジア海域でのノトセニア ・ロッシーの禁漁,混 獲禁ILを
規制措置として決定するとともに,他 の海域での規制を
決議 という形でまとめた.
この他,科学委員会,委 員会を通 じて決定された事項
の うち主なものは,次の2点 である.すなわち,外 国人
オブザーバーを操業船に乗せる際には,二 国間の合意に
基づき,相互にオブザーバーを交換する方式によること,
海rド投棄物による漁業対象外生物(ア ザラシ・ペンギン
など)のからまりを廻避する目的で,沿 岸ルッカ リーを
含めて,か らまりの実体調査を継続的に行うこと,であ
る.後 者については,　JAREの協力が必要になる.
(筆.者:国立極地研究所企画調整↑f)
ノル ウ ェー ・ア イス ラ ン ドにお け る
共役点 オ ー ロラ大気 球観 測
佐 藤 夏 雄
あ っ,ゴ ン ドラ が切 れ た!!.ペ ン レ コー ダ記録 を 見 入
っ て い た宮 岡 君 が突 然 さ けん だ.い ま まで か ろ や か な 音
を発 し て いた 自然 電 波 信 号・が 無 くな り,方 向 セ ンサ ー の
信号 は急 旋 回 し て い る,手 塩 に か け て 育 て た 子 供 が突 然
な くな って しま った 時 の よ うな 思 い で3人 は 無言 で落 下
す る デ ー タを な が めて い た.
AZCD　(共役 点 オ ー ロ ラ)大 気 球 観測 は 日本 とノ ル ウ
ェー,デ ンマ ー ク との 国 際 共 同観 測 で あ る.今 回 の 目的
は,ノ ル ウ ェー よ り大 気 球 を放 球 し,昭 和 基 地 の 地 磁 気
共 役 点 であ る ア イ ス ラ ン ド上 空 で,地 上 か らは観 測 で き
ない オ ー ロ ラX線,電 場,自 然 電 波 を観 測す る こ と で あ
る.放 球 場 所 は ノル ウ ェー の ほ ぼll峡部 の海 岸 に位 置 す
る人n約150人 の　Abervaerとい う村 の小 学 校 の サ ッカ
ー 場 で あ る .放 球地 点 に は 日本 か ら私の ほか に宮 岡 君,
4
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太田さん(宇宙科学研究所)の3名 と,ノルウェー,デ ン
マークから7名が来ている.また,アイスランドのHusa・
vikテレメータ受信所には日本から藤井(良)君とノルウ
ェー側3名 が待ちかまえている.
7月2日.夜 の11時15分,地元の人達と報道陣の見守
るなか,日 本の第1号 機(15,000m3)が放球 された.高
度33kmで は直径約33メー トル にも膨れた気球は,白
夜の太陽を真横に受け,ま るでUFOの ような異様な光
をはなって上空を漂 っている.7月4日 の朝2時 頃に,
Abervaerでのテレメータ受fii－が不可能になった.ち ょ
うどその頃,ア イスランドの藤井君より,大気球からの
信号を受信したとの連絡が入った.第1号 機は順調に飛
行を続け,放 球後50時間,　Husavikの北約100km付近
でタイマーにより観測器が切り落された.
第2号 機には日本の宇宙線研究グループが新しく開発
した最新のオーロラX線画像鏡測器が搭載される,何人
もの研究者が1年 以上もかけて仕上げたセンサーである
ため,他機にもまして,放球 ミスは許されない.入 念な
事前チェックが済み,7月5日 夜のll時17分に放球され
た.放 球後の上昇スピー ドを見ていた太田さんが"ス ピ
ー ドが速すぎる,破 裂する可能性がある."と言いだし
た.気 球の専門家の真剣な表悟に,私 達もハラハラして
無事を祈 りつつ気球から送られて くるデータと双眼鏡で
気球のゆ くえを監視した.高 度33kmに達し,"もう大
丈夫だ."と太田さんが 笑顔で話しかけた時,私 達もホ
ッとした.第2号 機は地磁気嵐の真最中のなか,ア イス
ランドの南端を通過し,放球後70時間,グ リーンランド
東端に落下した.
2回の観測成功により,1機 を残すだけとなった.太
陽爆発が起きた との情報により,7月10日夜に最終機が
放球 された.し かし,ノルウェー側が装備 した コマンド
カッターの誤動作により,放球直後に観測器が切 り落さ
れた.幸 い,海 に入る直前で取 り押さえ,再使用するこ
とがIIＴ能だ.翌 日の夕方、予備気球を用いて再度放球さ
れた.しかし,上昇スピー ドが大変遅い.高度20kmに
到達するのに2時 間余 りもかかっている.放球後3時 間
以内に25km以 上の高度に達 しないとカッターが動作
し,切落されてしまう.一刻も早く安全圏内に到達する
事を祈った.し かし,不安が現実のものとなってしまっ
た,落 下地点が近 くの山中であったため,軍の レスキュ
ー隊に依頼 し,ヘリコプターにより観測器が回収された.
生命力旺盛なこの観測器は,無 傷のまま再び私達の前に
もどって来た.本 経を用いての観測を別な機会に行いた
いと考えている.
最後に,今 回の大気球観測に際し,各方面の御協力を
縛たことに感謝致 します.
(筆者;国立極地研究所助教授)
南極観測隊便り
一算26次越冬隊の近況一
7月5日11時51分氷山の陰から45日ぶ りに太陽が顔を
見せた昭和基地では,昼 間の時間が日増しに長 くなって
きた,7月 に入ってから前日とは打って変って悪天候が
続き,B級 ブリザー ド(視程1km以 下,風 速12m/s
以上の風が12時間継続した場合)が6回 も来襲した.
しかし,この悪天候をぬって大陸への上り口であると
っつき岬やSl6地点へのルー ト偵察,沿岸域への調査小
旅行が行われ,内 陸調査旅行計画を含む後半戦へ向けて
精力的に仕事が進められた.
8月に入ってからは気温こそ 一30℃前後 と低い日が
多かったが,陽射 しは日照時間の増加とともに日に日に
強ま り春の訪れのそう遠 くないことが感 じられる.
特に暗れて寒い日には蟹気楼や幻日,空気中の水蒸気
が凍ってキラキラと空中に舞 うダイヤモンドダス トなど
の自然現象が隊員達の心をなごませている.また夜にな
ると全天を色とりどりのオーロラが乱舞し,カメラを構
えたにわかカメラマンが出没する.オーロラを撮るのに
暗いのでフラッシュを使ったという笑い話しが出るのも
この頃である.今が季節的には最 も厳 しい 時期である
が,さ すがに8月の声を聴 くと南国生まれの隊員といえ
ども寒さにはすっか り慣れている.寒 さと戦うというよ
りはむしろ寒いことを楽しむ余裕が出てきた隊員達の顔
は毎日の観測や外作業による雪焼けでまっ黒になってし
まった.日 照時間が長くなるにつれて観測部門の仕事も
順調に進んでいる.長 期内陸調査旅行を目前にした雪氷
地学系では9月中旬の出発までに万全の体制を整えるべ
く急ピッチで準備作業を進めている.8月18日には昭和
基地新聞 「ザ ・サザンクロス26」が2月1日 の創刊以来
2①0号を迎え調理隊員特製のケーキが食卓を飾った.
一方4月 から5名の隊員で維持されていたみずほ基地
では,7月16日に基地開設以来最低気温である一61.9℃
を記録 し改めて南極の厳 しさを思い知 らされ た.し か
し,25日には待ちわびていた太陽が顔を出し,雪の下の
生活でitlt白かった顔に も明 るさが戻ってきた.昭 和基
地,み ずほ基地ともにまだしばらく厳寒が続 くが,そ こ
まで近ずいてきた春の足音に屋外で作業をしている隊員
達の足どりも軽い.
一家 族 会一
現在越冬中の隊員家族会が,9月13日午前U時 から,
会長福西越冬隊長夫人の主催により,極地研究所講堂で
開催された.
今回は,遠 く佐賀県から出席された中島幹夫隊員の御
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家族をはじめ,20家族50名の参加者があり,また出発準
備に忙がしい第27次隊の隊長,副 隊長にも出席していた
だいた,
会は,松 田所長から,留守家族へのねぎらいの言葉を
ま じえたあいさつで始まり,つづいて家族会長,第26次
隊長から越冬隊の近況が報告 された.
出席した家族からは,電 話や,電 報で得られた各隊員
の近況や,小 さい頃のエピソー ドなどが披露され,な ご
やかな雰囲気に包まれた.
このあと,鈴木業務係長から,越冬隊の今後の日程 と
託送品の送 り方などについての説明があった.
午後からは,家 族相互の懇談と,映画が上映 された.
また,講 堂前のラウンジでは筑波万博KDDテ レコム
ランドを通して送られてきた越冬隊の静止画伝送のビデ
オテープが放映された.
最後に記念写真を撮影し,散会した.
一部門別訓練始まる一
11月14日(木)出港を目前 にひ か えた第27次観測隊員
は,研究所の隊員事務室を本拠に最後の追込みに忙殺 さ
れている.物質の調達も順調に進んでいるほか,各部門
の訓練も盛んに行われ,最 後の調整段階に入っている.
設営では,航空,機 械,通 信等各部門の隊員によって
機器の組立,調 整,取 扱訓練が行われている,
定常 ・研究観測では,「しらせ総合訓練(国内巡航)に
併せて,電 離層の電界強度測定(横 須賀一函館)海 洋生
物の機器取扱い(横 須賀一館山)海上重力計の取扱い試
験(横 須賀一境港)が 行われた.特 に,巡航の途中函館
港外において,折 りからの台風12・13号(風速30メー ト
ル)の影響をまともに受け,暴 風圏を想わせる状況の中
で必死の調整作業が行われていた.「 しらせ」は各寄港
地において,一般公開を通 じて,南 極観測事業の広報を
行い,多 数の見学者があった.
't t'.「'.c'「 … 呼唱 蟹 鞍 「 べ ◎ 蒸 ジ三》
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研 究 所 出 版 物
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Memoirs　of　National　Institute　of　Polar　Research
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Sp㏄ial　Issue,　Ne.　36:　Proceedings　of　the　Seventh
　 Sympesium　on　Ceordinated　Observations　ofthe
　 Ionosphere　and　the　Magnetosphere　in　the　Polar
　 Regions,　ed.　by　T.　NAGATA　and　N.　SATo.　335p.
July1985.
Special　Issue,　No.　37:　Proceedi㎎s　of　the　Fifth
　 Symposium　on　Antarctic　Geosciences,　1984,　ed.
　 by　Y.　YosHIDA.　225p.　September　1985.
JARE　DATA　 Reports
　 No.　107　(Meteorology　18):　Meteorological　data　at
　 　 Mizuho　Station,　Antarctica　in　1984,　by　M.
YoSHIDA　etα1.84p.September1985.
レ イモ ン ド
所 属
受入れ期間
研究 課題
そ の 他
シャ ロ ッ ト
所 属
受入れ期間
研究 課 題
〉外国人研究者の紹介ぐ
デ ・プ ・博 士(・ ・y・・ndR…bbl・)●
外国人来訪研究員
ウエリントン・ビク トリア大学
昭和60年8月20日～9月2日
エレバス火山のメカニズム
同博士は,昭和59年8月から3か月間,外
国人研究員として研究所に招へいされ共同
研究を行なった.
ロウェ氏　(Charlotte　Row )
外国人来訪研究員
アラスカ大学地球物理学研究所
昭和60年8月19日～8月31日
工レパス火山の地震活動
〉来 訪 者く
6月4日 　 Mr.　SHOUESMITH,　1.(香港 英 国陸 軍 地 理
部)
6月12日　 Dr,　McPHERRON,　R.　(カル フ ォル ニ ア大
学 ロサ ンゼ ル ス校 地 球 物理 ・惑 星 物 理 研 究 所
教 授)
6月14日～6月17日 武 破 船(Wu　 Xia。・Ling,中国
科 学 院 蘭 州 氷河 凍 土 研 究所 研 究 員)
6月19日～6月22日 　 Dr.　LEGUERN,　F,　(フラ ンス 国
立 科 学 研 究 セ ンタ ー研 究 員)
Dr.　FAIVRE・PIERRET,　R.　(同上)
Dr.　BERNARD,　A.　(同上)
6月28日～7月5日 　 Dr.　LEE,　L.　(アラ スカ 大 学 地 理
物 理 学 研 究 所 准 教 授)
「ふ じ」が博物館として名古屋に永久保存
昭和59年に防衛庁から払い下げられた,元 南極観測船
「ふ じ」が名古屋港ガーデンふ頭に永久けい留され,8月
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161iから'9南 極 のi・1,i物館 囎'!し て 公 開 され る ニ ヒ`三な り
た.
初 日 は 公 肝{記念 式 リ1Lが行 わ れ,永 田 前 所 長,西 堀 第 ・
次 越 冬隊 長 ら観 測 「;蒙な ら ㌧ に 二ふ じ二 関 係 呂.を 、'}璋.、・約
・100ノ、が 出 嚇 し 公 開 を 祝.、た,
ま た.'「1日愛 知 県 夕:1「.]}よ;)....;..:一'i汐、俣r」{の1ため に
協 力 した 蟹 地 研.定所1二 対 し感 謝 状 と記 .念;ll1「が 噌 ∴ れ た.
?
?
」
、 、
、
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〔星 合llこ111fr調'{/E.1.}'}
Mount　Nagata
?〈
?
?
鴉 正」地 名 委 員 会 は 、'1冒しり..:1ヒlll「の 名 誉 教1乏 て.ある,}/[Fj八
九 午 の 永 年 に わ た る 「打 極 観 測 に 対 す る 功 績 を た た え,
lfl極ノく陸 ビ ク ト リ ア ラ ン1・..のパ ヲ ー ズ[1]1脈IPの[111t",1{高
2,140m,160°47/E71°21'S){こ 、.マ ウ ン ト.ノ..ゲグ
と 命 名 し た.こ の 伝L式 は,8J]21日 午 前 川 旧1;か∴M米
の 関 係 者同 席 の も と:判 叩 く使 館 に おL・て 行.われ .マ ン
ス7:.一 ル ドjlilllノミ使 か.-,1白:1,;1'」こ!li先「li.1二flす名r/'[「:1二二の
|Uの「ゲ!'〔がr-i度さ れ た.
い ミ 心癖
㌧】一 ・.＼、ド..一...一:..心.
大 使.}.1/II..務室.1二お い.『:9.わヵ!叩:達./ti.こ
案 内.一.一.:
第8回 極域気水圏シンポジウム
?
Os
－{
「}F{「羅 日;|[1{「06〔}1|:12」lll「1(オぐ1～12jil3日「ft,
会 場:国 立 極 地 研 「iE所講 堂
問 合 せ 先:国 立 極 地 研.ot')り[雪)k学研 究"'1/1
(962)4711iJ・1452(1蟻,卜)
第26次隊 ・月例報告(7月 ～8月)
7月 は 、 ほ ぼ ・週 燗 お き に ブ1;.ト1..一ドが 来 襲 し た.特
に1:fiJか・-1ド句 に か け て 低 気111が3～.1![の1:li,い.11周期 で
次 々.ヒ基 地 を 」1.fi過す ろ 悪 天 候 が 続 い た.8jlは ブ リ ザ ー
ドも 少な.(穏や か なllが続 い た.・!i、 み ず ほ基 地 で は
7月1611に..6LgCの観 測 以 来σ)最低 気温 を記 録 した.
8月 も低 温 と弓ill風のE[が多 か りた.
観 測 報 告
宙 空:71」|2||にS-31〔lJA-.12U－ロ ケ..・1・を 打 ち.1:
げ た.uケ.t　 ttt　l L同一[; .`・IL時・と も強 い オ ー ロ ラ ア ー ク
を 横 ぎ り 実 験 は 成 功 した21日 は エ ア ロ ゾ,Lを 測 定 す る
気 球L"機 を 股 球 し.高 度10-20kmt・」.近にrl{在す る エ ア
ロ ゾ ル 層 の レ.一.ト};.レー 一グ と の 同 時 観 世1[に成 功 し た.そ の
他.オ ーuラ のT'/二体 観 測,HFド ッ ゾ ラ ー レ ー ダ,マ ル
ーLビー ム1].寸.メー .・夕,シ ～.1ドレ ー ヅ等 に.kる 硯 川1[もf下っ
た.
」卜
.物 ・1「・VIF::ラジtt..ホブ デ.ぬる め.池て.採水 をii.った.
8月.二 人 っ..こ.ス.tl!L'フ'スネ ス ・ ス.t'一レ ン ±Jttli'を実 施 し
舟 底 池,『i.1)ばち 池,ス ウ ー レ ン ノ<池の 採 水 をlj-.,た.
大 気ITの:酸 化 炭 素i1!度も 連 続 測 定 し て い る.
'1!P(・地 学;7Jjか ら8J]に か け て 、>k床 掘 削 孔 の 孔
径 測 定 を 行.)た ほ か,風 の 乱 流 観 測 を 実 施 した.
設営報告
種 類
.難 斗;肖費lil:IFサ訳
7月
剃 ・ン:;/
8月
消費 硅 残 ㍑　 ali費|,1:残二品
i呼」壇Fド白山27,223443,52427,530415,994
灯1:11T 3、8工)0'"6,6{〕0・i,60042,000
7月 は フ∵1/..一ミ.ボの1iが 多か っ た た め.130ki水 楢 に
;'i月ミ'.!1'え.:「|児孝;ニノ、り馳 ノkR-/!＼}1([i1}]:をノ、オL/:)・必、要:まな カx
っ た..二 の 恕 天 候 の 合ll}1を謎 ・って.ヒ')つ き 岬 に 置 い て
あ..・.、t[」〈・lil'1・t.[:ll{:{台と1:虚6台 を7All[に1il」和 基 地 に
回 収 し た.8日 に は.S16地 点 へ の ル ー トκ{察 を 行 い,
12～13日 に は,S16の ノ(型雪 上i桓 げ}と 櫨 ・h,住 カ ブ ー
ス 等9台 を 川 ⊥]/した 、 こ れ ら の 車 両 の 整 廿1}iと旅 行準 備 を
行 ・った..三 た.ラ ン ソ..ホプ デ 雪 鳥 沢 の 生 物 野 外 観 測 小 舎
建 設r定 地 の 測.;b11:と昭1;111£池 へ の 通lll状況 の 調 子fを行 ・⊃
た.イ ン マ ル サ ッ トデ ー テ ル 回 線 に お い て 通 信 障 害 が 多
発 した の で 、胡 杳 を 実 施 し た.昭 和 基 地 側 ぴ)FAX端 末 の
レベ ル 設 定 が 不 適'11と判 明 し た た め 、 設'定値 を低 く し.
誤 動 作 を な くす こ と が で き た.み ず ほ 八1也 及7ド雪 氷ll局在
族lf川 の 食rl}準備 も1]:われ た.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(CC)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relatlve　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s>
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Numbea　of　clear　days)
【極地豆事典】
オ ー ロラま での距離
昭 和 基 地(Syowa:89532)
7月(JuL)
一17
.3
一2
.8
一32 .0
976.2
1.4
68,0
8.1
33.8(30,NE)
8月(Aug.)
-21.8
一7 .8
一40 .1
983,2
0.6
50
4.9
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
8月(Aug.)7月(JuL)
一41
.1
一22 .0
一61 .9
一42 .6
一27 .5
一50.7
719.2
　 (station　pressure)
11.8
721.2
14.1
23.7(29,NE)20.2(26,ENE)20.0(2,5,ESE)
43.0(30,NE)32.8(29,NE)
7.34.7
5
距離 み
ず
1100km
{董 ン
{地 球半径 董{
64°k
～
}
}
f
{
}昭 和基地において最も身近な自然現象の一つであるオイ一口ラ.澄みきった夜空に現われるオーロラなどは,我
々の極 く近 くで光っている様にさえ感 じられ る事があ
る.しかしまたある時は星と同 じくらい遠い所で光って
;・ ・様・も見・… の様・醜 感の遼・… で見・
!る オーロラの鮮明度や大きさなどによる 「思い込み」に
{よ って生ずると考えられる.いずれにしても,良 く言わ
ぐ
{れ る100kmというオーロラの高さを目で見て実感する
イ
こ とは で きな い よ うで あ る.
で は,一 体 どの よ うに して オ ー ロ ラの高 さ を知 る こ と
が で きる で あ ろ うか.オ ー ロ ラ の高 さを知 る方 法 と して
ジ
9
5.0(26,ENE)25.9(12,ENE)
は,地 上の2点 から同一のオーロラに対 し仰角,及 び方
位角を測定し三角測量の原理を用いて求める,い わゆる
ステレオ観測がある.た とえば昭和基地 とラングホブデ;
に お い て 同 時 に 観 測 を行 な った場 合,オ ー ロ ラの見 え る;
方 向 は天 頂 付 近 で 約10度く らい の ず れ が あ る こ とが わ か{
る.こ れ は,我 々 が 両 眼 で30～40cm手 前 の 物 を見 る:
こ とに 相 当 す る.勿 論20km近 く も 離 れた 両眼 とい う
の は,機 械 の 眼 を使 っ て しか 実現 で きな い が,2台 の ス
チ ー ル カ メ ラ,2台 の フ ォ トメ ー タ,あ る い は2台 の テ 、
レビカ メ ラを 用 い た オ ー ロ ラの ス テ レオ観 測 は,か な り{
ン
古くから実際の観測手段 として用いられてきた.最 近で{
は,　25tawaや26次隊 に よっ て繍 の オ ー 。 ラテ レ ビカ 川
;ラを用いたステレオ観測が実施されている.こ うして得}
られた結果は,オ ーロラの高さが下端では約90km,最 ・
も明るい部分で約120kmという値を示す,
それではオーロラの光る高さが約100kmであるとし'
て,地 平線近くに見えるオーロラは,昭和基地からどの
位離れた場所で光っているのであろうか.地 球の半径が
6400kmであるから図に示 したように,水平線方向に見
えるオーロラは,昭 和基地から約110ekm離れた地点(
の上空で光っていることになる.昭和基地か ら1100kml
といえば モーソ.基地やノボラザレフスカ縫 地にも{
届 く距離である.た だし大陸や山の影響で先見な水平線
の見通 しがないため,現実にはそんなに遠 くまでは見え
てはいない.ち なみに,みずほ基地やマラジョージナや
基地の上空で光っているオーロラは仰角約20°である.
}
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